
未来へすだちを
繋ぐぞ！！

共創プロジェクト

（株）トリドールホールディングス：（株）TGF

産地開発担当マネージャー

吉見 慶二



すだちの搾りかす

◆ トリドールホールディングスは、
｢地域活性化包括連携協定｣に基づき、
県産品ＰＲや、食育活動などを推進。

◆ すだちの生産量が減少傾向となる中、
特に、ハウス栽培後半の端境期の
実需に対し、供給量が大きく不足。
⇒プロジェクト①
「新規貯蔵技術の開発・実証」

◆ 「加工用すだち」の搾汁後の残渣は、
コスト・労力をかけて堆肥化処理。
⇒プロジェクト②
「未利用資源の活用・付加価値化」

背景・目的

11～3月9~10月4～8月

貯蔵
出荷

露地
栽培

ハウス
栽培

端
境
期

すだちの周年出荷体制の流れ

端
境
期

徳島県での社員研修（2025.9月）



①新規貯蔵技術の開発・実証

※農水省 中小企業イノベーション創出推進事業（フェーズ３基金事業）を活用

喜多機械産業（株）
徳島県立農林水産
総合技術支援センター

新品種の改植、産地持続化 新たな貯蔵技術の開発 需要の拡大
産地に還元

◆ 県が開発した貯蔵性に優れた新品種の導入等、
川上のすだち産地の関係者が連携。

◆ ZEROCO社の貯蔵実証施設※を活用し、
すだちの新たな貯蔵技術の開発・実証中。

◆川下への流通・供給に向け、経済性を評価中。

川上から川下までの一貫した問題解決を図り、持続可能な産地を形成

貯蔵実証試験＜１か月後＞

従来技術 新技術



②未利用資源の活用・付加価値化
◆すだちの約半数は、加工用原料として流通。
搾汁後の「搾りかす」は、年300トン以上。

◆ (NPO)未利用資源事業化研究会を中心に、
すだちの皮、搾りかすを「すだち胡椒」等
の調味料素材への試作加工など、改良中。

すだち胡椒 すだち皮発酵液

NPO未利用資源事業化研究会

複数企業、団体が連携し問題解決を図るアップサイクルモデルを構築


